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1 はじめに

　 YouTubeやニコニコ動画など映像共有サービス
の普及により、専門家ではない一般ユーザによるビデ
オの制作が一般化しつつある。一般ユーザによるビデ
オ制作のために、Adobe PremiereやWindows Movie

Makerなど、様々なビデオ制作・編集ソフトウェアが
流通している。近年では、YouTube Video Editorの
ように、Webサービス内でビデオを編集し、公開する
ことも可能になっている。
一般の場のみでなく、研究発表の場においてもビデ

オを利用するケースが増加している。発表にビデオを
用いることにより、研究者は自身の研究内容を効果的
に聴講者に伝えることができる。
研究発表の場で用いるビデオは、そのビデオを用い

て説明したい内容を過不足なく含んでいる必要がある。
しかし、ビデオ制作の経験のない多くの研究者にとっ
て、発表用のビデオを制作することは非常にコストが
高く、制作したビデオが必ずしも適切なものであると
は限らない。
ビデオの制作を支援する研究は数多くされており、

Myersらによる用途に応じた複数のビューを使い分け
ることでビデオの編集を支援する研究 [1]やChiuehら
による編集履歴を保存し利用する研究 [2]などが例と
して挙げられる。しかし、編集の編集操作のみに関す
るシステムであるため、ビデオのシナリオが考慮され
ておらず、研究紹介ビデオの制作の際に十分な支援を
行えるとは言い難い。
そこで本研究では、ビデオの制作に不慣れな研究者

であっても伝えるべき内容を伝えられるビデオを容易
に制作できるようにするための手法を提案する。また、
提案手法を取り入れたビデオ編集システムを実現した。

2 編集情報の蓄積と再利用

ビデオの制作・編集の際に、ユーザが準備し、入力
するデータには様々なものがある。例としては、シー
ン区間の情報やテロップなどのテキストの表示位置な
どが挙げられる。多くのビデオ編集アプリケーション
において、これらの情報は 1つのビデオを制作する過
程においてのみ利用可能であり、作成されたビデオ全
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体を参考にすることはできても、テロップのみや画像
のみなど一部だけを利用することはできない。また、1
つの素材ビデオから複数のビデオを制作する度に様々
な情報を入力しなくてはならない。
提案手法では、ビデオ制作・編集を行う際に入力さ

れる情報を編集情報として保存・蓄積し、この編集情
報を常に再利用可能にすることによって、ビデオ制作
の支援を行う。素材となるビデオから切り出したシー
ンの情報や、ビデオ上に新たに追加したテキストや図
形オブジェクトの情報、およびそれらの組み合わせが、
編集情報として考えられる。こうして蓄積された編集
情報は、長く受け継がれているプロジェクトの研究者
にとって必要な部分だけを繰り返し利用できる有効な
資源となる。また、はじめてビデオの制作を行うユー
ザにとっても、どのようにビデオを制作し、編集を進
めていけばよいかの参考資料となる。
また、将来的には視覚的なものだけでなく、研究前

と研究後の比較や、研究成果の利用方法などのビデオ
全体を通したシナリオも、編集情報として蓄積し再利
用を可能にすることを考えている。質の良いビデオの
シナリオを参考にすることで、ビデオ制作の経験の浅
いユーザであっても、伝えるべき内容を効果的に伝え
られるビデオを制作できるようになると考えられる。

3 研究紹介ビデオ編集システム

　本研究では、編集情報を収集・再利用するための
ビデオ編集システムを開発した。このシステムは、制
作したビデオコンテンツや編集情報の共有を容易に行
えるようにするために、Webアプリケーションとして
開発した。
システムを用いてビデオを制作する際は、まず素材

となるビデオコンテンツから前もってシーンを作成し
ておく。次に、作成されたシーンの集合からビデオに
利用するシーンを選択し、必要に応じてテキストや図
形などをビデオ内に挿入する。

3.1 ビデオスクラップブック

　映像シーンの作成には、ビデオスクラップブック
システム [3]を用いる。ビデオスクラップブックシス
テムは、映像シーンを作成して自由に再利用できるよ
うに蓄積していくシステムである。シーンの元になる
ビデオコンテンツを視聴する際にタイムライン上に作
成できるマーキング情報を参考にしてシーンを作成で
きる。
このシステムを用いたシーンの作成は、実際にファ

イルを分割するのではなくメタデータによって元のビ
デオ中のシーン区間を指定することによって行う。そ
のため、シーンを利用する直前であっても区間を容易
に調整できるとともに、元のビデオに関するメタデー
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タとしてシーン区間やシーンタイトルなどの情報を
蓄積することができる。また、作成したシーンを他の
ユーザと共有することが可能であり、共有されている
シーンは自身が作成したシーンと同様に利用すること
ができる。

3.2 ビデオ編集システム

　ビデオ編集システムでは、ユーザは作成された映
像シーンのサムネイル一覧から、ビデオに利用したい
シーンを選択し、ドロップエリア上にドラッグ&ドロッ
プすることで、ビデオを構成するシーンを追加できる
(図 1)。また、ドロップエリア上でシーンのサムネイ
ルを操作することで、シーンの削除や順序の変更も行
うことができる。

図 1: 制作ビデオへのシーンの追加

テキストや画像など (以後、オブジェクトと呼ぶ)を
挿入する場合は、ツールバーから挿入したいオブジェ
クトを選択する。図形の場合は線の太さや色、塗りつ
ぶし色などを設定した後、プレビュー用のビデオプレ
イヤー上で図形の開始位置と終了位置を指定すること
で配置することができる。配置されたオブジェクトに
関しても図形の位置や大きさの変更や出現時間の調整
などを行うことが可能である。
また、複数のオブジェクトをグループ化することも

可能であり、グループ化されたオブジェクト集合は位
置や出現時間をまとめて変更できるようになる。
本ビデオ編集システムの最大の特徴は、ビデオ内で

利用されたシーンの時間区間やシーンの順序、オブ
ジェクトの情報などがすべてメタデータとしてサーバ
にアップロードされることである。このシステムによっ
て、既存のアプリケーションにおいては困難だった、
編集されたビデオの部分的な共有や再利用が容易に行
えるようになる。
　

4 発表における制作ビデオの活用

　 3章で述べたシステムによって作成されたビデオ
は、元のビデオコンテンツの集合とメタデータから構
成されているため、PowerPointなどのファイルに通
常の方法で埋め込むことは不可能である。
そこで、筆者が所属する研究室で開発・運用されて

いたプレゼンテーションシステムを拡張して、スライ

ドが切り替わる際に、ビデオを自動的に再生する仕組
みを提供した。このシステムでは、発表者はリモコン
を用いてスライドを操作していたが、新たにビデオの
一時停止や、前後のシーンへのシークできる機能を追
加した (図 2)。

図 2: リモコンを用いたビデオの操作

制作したビデオの編集ページや、ビデオ一覧ページ
から取得できる JSON(JavaScript Object Notation)

データをスライドのノート欄にコピーすることで、簡
単に発表の際にビデオを利用することができる。

5 おわりに

　本研究では、ビデオの制作時に入力される様々な
編集情報を蓄積し、再利用可能にすることで、ビデオ
制作に不慣れなユーザであっても目的に合ったビデオ
を容易に制作できるようにするための手法を提案した。
また、本手法において重要となる編集情報の収集を行
うビデオ制作アプリケーションを開発した。
今後は、アプリケーションの運用を通して編集情報

を収集し、編集情報の再利用やシナリオを考慮したイ
ンタフェースを開発する必要がある。また、編集情報
として収集したメタデータをアノテーションとしてビ
デオの検索や要約などに活用するための仕組みも検討
する。
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